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当
協
会
の
令
和
３
年
度
定
時
総
会

が
６
月
12
日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
市

福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
次
第
で
、

変
更
の
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
も

の
の
、
当
面
、
感
染
防
止
対
策
に
万

全
を
期
し
、
２
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
る
。

　

感
染
拡
大
を
受
け
て
、
令
和
２
年

度
は
協
会
事
務
所
を
会
場
に
、
理
事

ら
に
出
席
者
を
限
定
す
る
形
で
開
催

し
て
お
り
、
本
年
度
の
定
時
総
会
は

正
常
な
姿
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。

　

出
席
者
（
委
任
状
提
出
者
を
含
む
）

が
総
会
成
立
の
定
足
数
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
任
期
最

終
年
度
を
迎
え
る
雫
石
隆
子
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
。
可
能
な
限
り
、
宮
城

県
芸
術
祭
の
「
完
全
開
催
」
に
近
づ

け
る
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

２
年
目
と
な
る
二
つ
の
公
募
展
成
功

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

　

続
い
て
議
長
を
選
出
。
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ

い
て
報
告
し
、
２
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
等
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
、
可
否
を
決
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
に
つ
い
て
は
、
各
部
が
精
査
、

吟
味
し
た
内
容
を
３
月
の
理
事
会
で

承
認
済
み
。
既
に
、
事
業
実
施
に
向

け
て
、
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
感

染
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
難
く
、
コ

ロ
ナ
の
壁
の
前
に
、
一
部
、
開
催
を

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
業
も
あ
る

が
、
大
半
は
難
し
い
対
応
を
強
い
ら

れ
た
前
年
度
の
経
験
を
踏
ま
え
、
さ

ら
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
通
常
年
に
近

い
県
芸
術
祭
を
目
指
す
方
向
だ
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

の
節
目
。
協
会
と
し
て
も
、
く
く
り

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
べ
く
、

芸
術
祭
の
催
事
の
中
な
ど
で
各
部
門

が
対
応
を
模
索
し
て
い
く
。

　

芸
術
祭
の
事
業
を
見
送
る
部
門
に

お
い
て
は
、
他
部
門
の
事
業
と
連
携
、

協
力
す
る
形
な
ど
を
含
め
て
参
加
の

可
能
性
を
追
求
。
研
修
会
の
開
催
な

ど
、
部
の
存
在
感
発
揮
に
向
け
て
活

動
の
「
見
え
る
化
」
を
探
る
動
き
も

あ
る
。
会
員
の
高
齢
化
が
進
行
し
、

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
と
共
に
あ
る
異
常

な
環
境
の
下
、
新
年
度
も
芸
術
祭
の

在
り
方
を
め
ぐ
る
試
行
錯
誤
的
な
対

応
を
強
い
ら
れ
そ
う
だ
。

　

定
時
総
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
る

恒
例
の
記
念
講
演
会
が
２
年
ぶ
り
に

実
施
さ
れ
る
方
向
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
の
動
向
に
よ
り
、
再
び

見
送
り
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
も
の
の
、

感
染
防
止
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
得
て
き
て

お
り
、
開
催
は
可
能
と
判
断
し
た
。

　

講
師
は
前
年
度
も
お
願
い
し
た
仙

台
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
、
熊
谷
達

也
氏
（
同
市
在
住
）。
山
本
周
五
郎
賞

と
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
『
邂
逅

の
森
』
を
は
じ
め
、『
ウ
エ
ン
カ
ム
イ

の
爪
』『
漂
泊
の
牙
』
な
ど
著
書
多

数
。
東
北
、
北
海
道
の
民
俗
、
風
土
、

文
化
に
根
差
し
た
作
風
で
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に

創
設
さ
れ
た
「
仙
台
短
編
文
学
賞
」

で
選
考
委
員
を
務
め
、
被
災
地
に
住

む
作
家
と
し
て
震
災
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
作
品
を
「
仙
河
海
シ
リ
ー
ズ
」

と
し
て
表
す
な
ど
幅
広
く
活
動
、
多

方
面
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

講
演
の
演
題
は
「
言
葉
を
屠ほ
ふ

る
」。

小
説
家
と
し
て
表
現
手
段
で
あ
る
言

葉
と
向
き
合
う
熊
谷
さ
ん
が
届
け
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
い
か
な
る
も
の
か
。

同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
文
芸
部
の
会
員
は

も
と
よ
り
、
芸
術
を
愛
し
、
高
み
を

目
指
す
全
て
の
会
員
に
と
っ
て
、
興

味
深
く
参
考
に
な
る
講
話
が
聴
け
る

に
違
い
な
い
。

　

企
画
し
た
役
員
ら
は
「
３
密
回
避

へ
の
目
配
り
を
尽
く
し
て
お
り
、
億

劫
が
ら
ず
会
場
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

記
念
講
演
会
も
実
施
へ

　
熊
谷
達
也
氏
を
講
師
に

演
題
は
「
言
葉
を
屠
る
」

コ
ロ
ナ
禍
、
事
業
の
在
り
方

追
求
な
ど
２
点
を
強
く
要
望

監
査
報
告
書
を
提
出

定
時
総
会
、
６
月

定
時
総
会
、
６
月
1212
日
開
催
へ

日
開
催
へ

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
期
し

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
期
し

　
　
　
　
　
２
年
ぶ
り
、
例
年
通
り
に

　
　
　
　
　
２
年
ぶ
り
、
例
年
通
り
に

　

令
和
２
年
度
の
事
業
運
営
及
び
決

算
の
状
況
等
に
つ
い
て
監
査
す
る
監

事
会
が
４
月
12
日
、
協
会
事
務
所
で
開

か
れ
た
。
岡
本
勝
、
佐
藤
光
郎
両
監
事

が
事
業
報
告
書
並
び
に
重
要
な
決
済

書
類
等
を
閲
覧
し
、
事
務
局
職
員
ら
に

補
足
説
明
を
求
め
る
形
で
実
施
し
た
。

　

監
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
事
業
報

告
、
決
済
書
類
等
い
ず
れ
も
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
定
。
そ
の
他

と
し
て
、
①
60
周
年
記
念
事
業
も
視

野
に
、
基
盤
と
な
る
会
員
数
の
確
保

と
財
源
の
強
化
に
向
け
、
幅
広
い
方

策
を
検
討
す
る
②
コ
ロ
ナ
禍
の
動
向

を
注
視
し
、
事
業
内
容
・
運
営
の
適

否
を
見
極
め
、
困
難
な
事
業
に
対
し

将
来
的
な
在
り
方
を
探
る
―
の
２
点

の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
提

出
。
口
頭
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効

活
用
、
県
有
施
設
再
編
に
伴
う
二
次

的
対
応
の
検
討
な
ど
も
要
請
し
た
。

　

監
査
後
、
両
監
事
は
雫
石
隆
子
理

事
長
ら
執
行
理
事
と
意
見
交
換
を
行

い
、
要
望
項
目
の
重
要
性
を
確
認
。

「
節
目
の
年
」
を
意
識
し
つ
つ
、
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
の
現
実

を
含
め
、
協
会
が
直
面
す
る
厳
し
い

状
況
を
踏
ま
え
て
、
会
員
の
理
解
と

協
力
の
下
、
一
致
結
束
し
、
組
織
運

営
に
臨
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。
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第
41
回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
２
～

３
月
、
仙
台
市
泉
区
の
仙
台
銀
行

ホ
ー
ル　

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21
の
小
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
全
国
一

斉
の
休
校
措
置
等
に
よ
り
、
予
選
だ

け
で
本
選
は
見
送
ら
れ
て
お
り
、
完

全
開
催
は
２
年
ぶ
り
。
直
前
、
東
日

本
大
震
災
の
大
き
な
余
震
に
見
舞
わ

れ
た
り
、
宮
城
・
仙
台
が
独
自
の
コ

ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
た
り

で
危
う
い
局
面
も
あ
っ
た
が
、
目
配

り
を
尽
く
し
完
遂
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
部
門
は
予
選
２
月
21
日
、

本
選
３
月
21
日
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部

門
が
予
選
２
月
14
日
、
本
選
３
月
14

日
の
日
程
で
開
催
。
応
募
者
は
ピ
ア

ノ
159
人
（
前
年
140
人
）、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
58
人
（
同
60
人
）
と
、
総
数
で

前
年
を
上
回
っ
た
。
過
去
最
多
を
記

録
し
た
ピ
ア
ノ
部
門
を
中
心
に
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
の
開
催
に
強
い

支
持
を
得
た
格
好
だ
。

　

感
染
防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。ホ
ー

ル
へ
の
入
場
は
出
場
者
と
関
係
者

（
付
き
添
い
の
指
導
者
ら
）
１
人
に

限
る
無
観
客
を
断
行
。
審
査
結
果
は

翌
日
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発

表
す
る
こ
と
に
し
、
参
加
者
が
演
奏

終
了
後
、
会
場
に
と
ど
ま
ら
な
い
よ

う
工
夫
し
た
。
表
彰
式
も
見
送
っ
た
。

　

例
年
と
異
な
る
運
営
と
な
っ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
の
成
果
を
発

表
す
る
機
会
が
限
ら
れ
、貴
重
な
「
舞

台
」
と
な
る
だ
け
に
、
出
場
者
は
神

経
を
集
中
さ
せ
て
演
奏
に
臨
ん
だ
。

　

緊
張
し
つ
つ
も
、
力
を
発
揮
し
た

参
加
者
は
満
足
げ
。
技
量
の
現
在
地

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
を
学

ぶ
者
同
士
、
互
い
に
刺
激
を
与
え
合

い
、
さ
ら
な
る
精
進
、
成
長
の
弾
み

に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
洋
楽
部
主
管
で
第

57
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
一
環
。
人
材

育
成
が
主
た
る
目
的
だ
。
気
の
休
ま

ら
な
い
状
況
の
中
、
会
議
を
重
ね
て

準
備
か
ら
本
番
へ
、
長
丁
場
の
催
事

を
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事
や
り
終

え
た
こ
と
に
安
堵
感
が
広
が
っ
た
。

　

実
行
委
員
ら
は
「（
本
選
中
止
の
）

昨
年
の
二
の
舞
を
避
け
ら
れ
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
で

し
ょ
う
」
と
、
笑
顔
で
話
し
た
。

　

入
賞
者
は
下
段
の
名
簿
の
通
り
。

な
お
、
ピ
ア
ノ
部
門
の
特
別
賞
受
賞

者
ら
各
級
上
位
３
名
は
日
本
室
内
楽

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
（
東
京
）

に
参
加
す
る
資
格
を
得
た
。

　

３
月
22
日
に
開
か
れ
た
令
和
２
年

度
第
５
回
理
事
会
で
、
文
芸
部
の
柏

原
眠
雨
さ
ん
（
仙
台
市
）
が
名
誉
会

員
に
推
薦
さ
れ
、
本
人
の
承
諾
に
よ

り
、
４
月
１
日
付
で
就
任
し
た
。

　

柏
原
さ
ん
は
元
理
事
。
参
事
に
遇

さ
れ
て
お
り
、
運
営
規
程
に
基
づ
き
、

柏
原
氏
、
名
誉
会
員
に
／
協
会
の
発
展
に
寄
与

柏
原
氏
、
名
誉
会
員
に
／
協
会
の
発
展
に
寄
与

「
満
85
歳
に
達
し
た
」
の
を
機
に
、

功
績
顕
著
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
。
東

北
大
名
誉
教
授
（
哲
学
）。
俳
人
で

俳
誌
『
き
た
ご
ち
』
を
主
宰
。
宮
城

県
芸
術
選
奨
、
俳
人
協
会
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、
芸
術
文
化
と
協
会
の
発

展
に
寄
与
し
た
。

【
洋
楽
部
】
市
川
恵
美

【
絵
画
部
】
松
宮
禜
典
、
山
口
優
子

【
工
芸
部
】
小
川
和
子
【
書
道
部
】

伊
澤
香
雨
、
一
條
紅
蕭
、
丸
藤
紫
苑

【
洋
楽
部
】
青
田
知
子
、
渡
辺
真
理

【
文
芸
部
】
佐
藤
淑
子
【
写
真
部
】

白
旗
成
典

新
運
営
委
員

ヴァイオリン部門
各クラス受賞者

級 賞　名 氏　名

初級
最優秀賞 佐　藤　智　道
優 秀 賞 三　塚　はるか
奨 励 賞 菊　地　栄　輝

中級
最優秀賞 スルサー　蒼天
優 秀 賞 江　川　愛　水
奨 励 賞 大　友　瑛　葉

上級
最優秀賞 引　地　瑛　大
優 秀 賞 木　村　　　魁
奨 励 賞 八十川　　　歓

総合及び審査員特別賞
賞名 クラス 氏　名

宮城県芸術協会賞 初級 佐　藤　智　道
河北新報社賞 中級 スルサー　蒼天

（公財）宮城県文化振興財団賞 上級 引　地　瑛　大
宮城県教育委員会教育長賞 上級 木　村　　　魁
仙台市教育委員会教育長賞 初級 三　塚　はるか

（公財）仙台市市民文化事業団賞 上級 八十川　　　歓
きらきら星コンクール

きらきら星特別賞・仙台市長賞 髙　橋　智　彰
きらきら星奨励賞 尾　形　晴　愛 
きらきら星奨励賞 丹　野　李　咲 

ツィゴイネルワイゼンコンクール
最優秀サラサーテ賞・宮城県知事賞
杜のホスピタル・あおば奨励賞 宮　下　琳太郎

優 秀 賞 砂　原　千　聡

ピアノ部門
各クラス受賞者

級 賞　名 氏　名 級 賞　名 氏　名

初級A

最優秀賞 市　川　茉　依

中級B

最優秀賞 菅　原　柚　花
優 秀 賞 桐　生　将　大 優 秀 賞 笹　村　理　紗
奨 励 賞 原　　　凜太郎 奨 励 賞 宝　福　沙瑛花
奨 励 賞 橘　川　愛　実 作曲者賞 山　本　蒼　和
奨 励 賞 佐々木　瀬　史

上級A

最優秀賞 渡　邊　　　凛
奨 励 賞 平　川　智　絵 優 秀 賞 長　田　拓　磨

初級B

最優秀賞 杉　山　 美功哉 優 秀 賞 安　達　野々花
奨 励 賞 山　本　栞　楠 奨 励 賞 庄　子　愛　琉
奨 励 賞 堀　越　杏　果 奨 励 賞 森　川　幸　音
奨 励 賞 鈴　木　一　海 奨 励 賞 上　松　咲　愛
作曲者賞 杉　山　美功哉 作曲者賞 渡　邊　　　凛

中級A

最優秀賞 早　津　夏　希 作曲者賞 長　田　拓　磨
優 秀 賞 齋　藤　亘　晟 作曲者賞 蝦　名　美　羽
優 秀 賞 佐　藤　葉月綺 作曲者賞 安　達　野々花
奨 励 賞 工　藤　 　華 作曲者賞 上　松　咲　愛
奨 励 賞 三　條　朝　弾

上級B
最優秀賞 桑　折　友　菜
優 秀 賞 阿　蘇　拓　真
奨 励 賞 長　沼　　　楓

特別賞
賞　名 クラス 氏　名 賞　名 クラス 氏　名

宮城県芸術協会賞 上級B 桑　折　友　菜 宮城県教育委員会教育長賞 上級B 阿　蘇　拓　真
宮城県知事賞 上級A 渡　邊　　　凛 仙台市教育委員会教育長賞 初級A 市　川　茉　依
仙 台 市 長 賞 初級B 杉　山　美功哉 （公財）宮城県文化振興財団賞 中級B 菅　原　柚　花
河北新報社賞 中級A 早　津　夏　希 （公財）仙台市市民文化事業団賞 中級A 佐　藤　葉月綺

ピアノ部門・本選

ヴァイオリン部門・本選

新 
副 
部 

長

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

「
完
全
実
施
」

「
完
全
実
施
」

２
年
ぶ
り
、
感
染
防
止
策
を
徹
底

２
年
ぶ
り
、
感
染
防
止
策
を
徹
底
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令
和
３
年
度
の
新
入
会
員
が
３
、４
月

に
開
か
れ
た
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。

総
数
は
９
部
門
45
人
で
、
前
年
度
の

48
人
を
下
回
っ
た
。
社
会
の
変
化
も
受

け
て
、
会
員
獲
得
は
難
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
本
年
度
は
目
標
を
50
人
（
前
年

度
60
人
）
に
引
き
下
げ
た
。
会
員
の
維

持
、
拡
大
は
協
会
運
営
万
般
の
基
盤
だ

け
に
、
引
き
続
き
組
織
を
挙
げ
て
新
規

会
員
の
勧
誘
、
働
き
掛
け
に
努
め
た
い
。

新
入
会
員
45
人 

理
事
会
で
承
認

　

「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ　

in
し
ろ
い
し
」
が
３
月
27
日
、

白
石
市
の
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
開

か
れ
た
。
当
協
会
、
白
石
市
な
ど
４

団
体
の
共
催
。
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で

見
送
り
に
な
っ
て
お
り
、
２
年
越
し

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

昨
年
同
様
、「
し
ろ
い
し
に
花
咲

く
音
の
響
き
」「
白
石
音
楽
家
と
芸

協
会
員
に
よ
る
演
奏
」「
白
石
の
未

来
へ
と
響
く
歌
声
」
の
３
部
構
成
。

当
協
会
の
渡
部
勝
彦
執
行
理
事
と
若

柳
梅
京
理
事
が
進
行
役
を
務
め
た
。

　

地
元
の
音
楽
愛
好
家
や
団
体
が
多

数
出
演
。
大
半
、
渡
部
執
行
理
事
が

指
揮
を
務
め
、
芸
協
会
員
に
よ
る
独

奏
、
独
唱
、
管
弦
楽
団
の
演
奏
が
フ
ェ

ス
タ
の
盛
り
上
げ
を
支
え
た
。
ホ
ワ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
合
唱
団
が
管
弦
楽
団

の
演
奏
で
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
や
八
島
秀

洋
楽
部
長
編
曲
の
「
白
石
子
守
歌
」

な
ど
を
披
露
、
締
め
く
く
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
に
は
マ
ス
ク
の
花
が
咲

き
、
観
客
が
心
の
中
で
合
唱
す
る
形

で
幕
を
閉
じ
た

が
、
震
災
10

年
に
も
思
い
を

は
せ
つ
つ
、
手

づ
く
り
の
多
彩

で
芳
醇
な
音
の

響
き
を
満
喫
し

た
。

白
石
で
音
楽
の
響
き

２
年
越
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

　
　

　

宮
城
県
芸

術
協
会
の

第
５
代
理

事
長
で
名

誉
会
員
の

成
瀬
忠
行

氏
は
３
月
10
日
、
96
歳
の
天
寿
を
全

う
さ
れ
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
生
仙
台
の
地
に
あ
っ
て
、
80
年

間
を
現
役
の
現
代
画
家
と
し
て
作
品

を
内
外
に
発
表
。
当
協
会
の
運
営
を

は
じ
め
、
成
瀬
美
術
記
念
館
を
創
設

さ
れ
る
な
ど
、
本
県
の
芸
術
文
化
振

興
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
26
年
、
か
ね
て
画
家
志
望

だ
っ
た
成
瀬
氏
は
、〝
仙
台
に
戦
後

の
新
し
い
絵
画
を
丨
〟
を
旗
印
と
す

る
「
新
現
会
」
に
共
感
し
、
１
回
展

に
加
わ
る
と
と
も
に
、
中
央
で
は
在

野
の
二
紀
展
に
出
品
さ
れ
ま
す
。
地

方
に
あ
り
な
が
ら
、
新
し
い
絵
画
を

目
指
す
現
代
画
家
へ
の
一
歩
で
し

た
。

　

画
道
80
年
の
経
歴
を
た
ど
れ
ば
、

二
紀
展
審
査
委
員
、
河
北
美
術
展
参

与
、
県
芸
協
名
誉
会
員
、
新
現
美
術

協
会
員
、
成
瀬
美
術
記
念
館
館
主
を

務
め
、
仙
台
市
、
宮
城
県
、
文
化
庁

に
お
け
る
各
文
化
功
労
賞
、
河
北
文

化
賞
、
タ
イ
王
室
よ
り
の
叙
勲
等
、

多
く
の
栄
誉
に
浴
し
、
ま
さ
に
巨
匠

に
ふ
さ
わ
し
い
足
跡
で
す
。

　

当
協
会
に
お
け
る
功
績
の
第
一

は
、
芸
協
の
社
団
法
人
化
と
韓
国
・

大
邱
広
域
市
、
中
国
・
吉
林
省
や
国

内
外
の
地
域
、
団
体
等
と
の
交
流
の

開
始
で
す
。
会
員
数
も
２
、５
０
０

余
人
に
上
り
、「
開
か
れ
た
芸
協
」

の
隆
盛
期
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

数
々
の
偉
業
で
知
ら
れ
る
成
瀬
氏

で
す
が
、
画
風
は
巧
み
や
精
緻
の
形

容
を
超
越
し
、
生
き
方
も
画
道
一
筋

と
は
異
に
し
て
お
り
、
絵
画
、
家
庭
、

会
社
（
仕
事
）
の
い
ず
れ
に
も
誠
実

に
向
き
合
う
、全
て
に
お
お
ら
か
で
、

温
か
く
、
親
し
み
深
い
人
間
像
が
浮

か
び
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
と
し
て
打
算
の
な
い
誠
の

愛
に
貫
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

日
曜
日
に
国
見
（
仙
台
市
）
の
成

瀬
美
術
記
念
館
を
訪
ね
れ
ば
、
そ
こ

で
氏
の
全
て
に
出
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。館
に
掲
げ
ら
れ
た
一
文
に「
東

北
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
官
も
民
も

芸
術
文
化
を
大
切
に
思
わ
な
い
こ
れ

ま
で
の
郷
土
宮
城
に
芸
術
の
風
を
吹

か
せ
る
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
」
と

あ
り
ま
す
。

　

宣
言
に
も
思
わ
れ
る
こ
の
詞
が
私

共
へ
の
遺
言
と
な
り
ま
し
た
。
引
き

継
ぐ
意
思
を
固
め
つ
つ
、
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

追
悼成瀬

忠
行
先
生
を
偲
ん
で

元
理
事
長
（
絵
画
部
）　
早
　
坂
　
貞
　
彦

令 和 ３ 年 度 新 入 正 会 員 名 簿
部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　所 部　　門 氏　　　名 （本　名） 住　　所

【絵画部】 【華道部】
〈日本画〉 大　槻　勝　美 仙台市泉区 〈清泉古流〉 西　村　一　玖 仙台市青葉区
〈日本画〉 小　山　ま　り 仙台市太白区 【洋楽部】
〈日本画〉 小　泉　百合子 多賀城市 仁　平　明　子 仙台市泉区
〈日本画〉 佐　藤　明　美 仙台市青葉区 【文芸部】
〈日本画〉 三　村　敦　子 仙台市青葉区 〈短歌〉 安　部　　　律 仙台市泉区
〈日本画〉 山　田　和　子 仙台市青葉区 〈短歌〉 菅　野　美　子 仙台市若林区
〈洋画〉 赤　塚　　　昭 仙台市青葉区 〈短歌〉 朝　長　スミエ 角田市
〈洋画〉 小野寺　さゆり 栗原市 〈俳句〉 及　川　奈奈夫 登米市
〈洋画〉 渋　谷　いく子 仙台市青葉区 〈俳句〉 田　村　恵　子 仙台市太白区
〈洋画〉 關　本　真理子 仙台市青葉区 〈俳句〉 羽　田　絹　枝 仙台市青葉区
〈洋画〉 瀬野尾　あい子 仙台市宮城野区 〈川柳〉 大久保　もとじ（元司） 仙台市泉区
〈洋画〉 中　島　信　也 加美郡加美町 〈川柳〉 志　賀　ひろこ（博子） 仙台市青葉区
〈洋画〉 堀　　　英　敏 仙台市青葉区 〈川柳〉 田　村　富　夫 仙台市泉区
〈洋画〉 松　本　俊　隆 仙台市泉区 【舞踊部】

【彫刻部】 〈日舞〉 若　柳　尋寿賀（松浦勝子） 大崎市
木　村　民　男 石巻市 【茶道部】

【工芸部】 〈織田流煎茶道〉 樋　口　南　佳（幸子） 仙台市太白区
〈陶芸〉 阿　部　繁　夫 東松島市 【写真部】
〈陶芸〉 石　森　信　夫 石巻市 阿　部　和　美 多賀城市
〈七宝〉 佐　藤　美貴子 宮城郡七ヶ浜町 伊　藤　邦　彦 登米市

【書道部】 伊　藤　敏　明 仙台市泉区
阿　部　香　華（絵里子） 仙台市泉区 平　田　　　勉 岩沼市
荒　川　紫　煌（和恵） 遠田郡美里町 米　山　光　昭 仙台市宮城野区
岩　佐　春　泉（きみ子） 仙台市泉区 渡　辺　孝　男 仙台市泉区
大　友　伸　秋（伸一） 塩釜市
川　口　久美子 塩釜市
菅　野　停　香（貞子） 仙台市青葉区
北野澤　大　雲（純一） 仙台市青葉区
宍　戸　青　園（もよ子） 岩沼市
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河
北
と
の
連
携
公
募
展
が
正
式
決
定

協
定
書
を
締
結
、
20
年
度
ス
タ
ー
ト　

令 和 ３ 年 度 事 業 計 画
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】
　本協会を中心とし、宮城県、仙台市、河北新報社、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、公益財団法人宮城県文化振
興財団、公益財団法人仙台市市民文化事業団の８団体共催により、本年で58回目となる宮城県芸術祭を開催する。
　芸術祭開催期間は９月25日（土）の開会式（会場：せんだいメディアテーク）から、11月25日（木）の表彰式（会場：
ホテルメトロポリタン仙台）を経て、翌年３月13日（日）の音楽コンクール本選までの期間となる。
　各事業の詳細は次のとおり。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　 場　 等

展 示 関 係 事 業

華 道 展 ９月25日（土）～９月28日（火） せんだいメディアテーク
書 道 展 ９月25日（土）～９月28日（火） せんだいメディアテーク
写 真 展 10月２日（土）～ 10月５日（火） せんだいメディアテーク
彫 刻 展 10月２日（土）～ 10月５日（火） せんだいメディアテーク
絵 画 展 10月９日（土）～ 10月12日（火） せんだいメディアテーク
工 芸 部 10月28日（木）～ 11月１日（月） TFUギャラリーミニモリ

演 奏 関 係 事 業 長 唄 演 奏 会 10月10日（日） トークネットホール仙台
音 楽 会 11月12日（金） 日立システムズホール仙台

文 芸 関 係 事 業
文 学 散 歩 未定 未定
「 宮 城 県 文 芸 年 鑑 」 発 行 10月15日（金） 750部発行
文 芸 祭 10月23日（土） 東京エレクトロンホール宮城

人 材 育 成 事 業

フ ォ ト サ ミ ッ ト in Sendai 2021 10月２日（土）～ 10月５日（火） せんだいメディアテーク
絵 画 展（ 公 募 の 部 ） 10月２日（土）～ 10月５日（火） せんだいメディアテーク
彫 刻 公 募 展 10月２日（土）～ 10月５日（火） せんだいメディアテーク
受賞者によるガラ・コンサート ９月26日（日） 仙台銀行ホール　イズミティ 21
第 ４ ２ 回 音 楽 コ ン ク ー ル 予選：令和４年２月13日（日） 日立システムズホール仙台【ピアノ部門・ヴァイオリン部門】 本選：令和４年３月13日（日）
写 真 セ ミ ナ ー ７月２・９・16日（いずれも金） 協会事務所

※１　茶道部による茶会は新型コロナウィルスの感染影響を鑑み、開催を見合わせる。
※２　例年と同様に仙台三曲協会定期演奏会、洋舞公演、歳末たすけ合い各流舞踊大会を芸術祭参加行事とする。
（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
　多くの県民に本協会の会員による芸術作品や音楽会などを鑑賞する機会を提供、人材の育成、各分野の裾野拡大を目的
として、次のとおり各事業を実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場

鑑賞機会提供事業

（ 宮 城 県 文 化 振 興 財 団 共 催 ）
第58回宮城県芸術祭絵画展受賞者作品展 12月14日（火）～ 20日（月） 東京エレクトロンホール宮城

み や ぎ ミ ュ ー ジ ッ ク フ ェ ス タ 未定 未定
（日本舞踊協会宮城県支部共催）
宮 城 県 こ ど も 舞 踊 大 会 ６月27日（日） 戦災復興記念館

人 材 育 成 事 業

県 民 と の 美 術 交 流・
ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 10月９日（土） せんだいメディアテーク

（ 河 北 新 報 社 共 催 ）
第 ２ 回 杜 の み や こ 工 芸 展 10月28日（木）～ 11月１日（月） TFUギャラリーミニモリ
書 道 部 に よ る 県 内 小 中
学 校 へ の 講 師 派 遣 事 業 11月～ 12月 県内小中学校

（ 宮 城 県 文 化 振 興 財 団 共 催 ）
定 禅 寺 フ ォ ト コ ン テ ス ト 12月上旬 東京エレクトロンホール宮城

（ 仙 台 三 曲 協 会 共 催 ）
宮 城 県 子 供 三 曲 演 奏 会 令和４年３月上旬 未定

後 援 事 業 本年も「河北書道展」等に賞状や賞金等を提供するなど、本協会に申請のあった作品展や演奏会に対し、後援名
義の承認、必要に応じた賞状や賞金等を提供する。（令和２年度承認実績：41件）

※ 　伝統文化体験事業として本協会と河北新報社との共催で茶道の普及啓発を目的に例年開催している杜の都大茶会は
新型コロナウイルスの感染影響を鑑み開催を見合わせる。

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
　国内外の芸術総合文化団体との相互交流を図ることを目的とし、交流協議及び事業を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　　　場
東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業

東 北 ・ 北 海 道 芸 術 文 化
団 体 協 議 会 交 流 事 業 6月17日（木） メトロポリタン盛岡ニューウイング

※東北・北海道芸術文化団体協議会交流事業：本年度担当幹事地区は岩手県。オンライン会議等で対応する可能性がある。

（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
　本協会会員や多くの県民に参加の機会を提供する研修事業と、協会の活動状況等の発信及び会員同士の情報交換を図る
ための発行物の刊行を次のとおりに実施する。

事業種別 事　業　名 期　　　日 会　場　等
会 員 研 修 講 演 会（ 講 師： 熊 谷 達 也 氏 ） ６月12日（土） 仙台市福祉プラザ
発 行 機 関 紙「 は な や ま 」 刊 行 年4回発行（5・7・11・1月）

※研修旅行及び絵画部スケッチ研修会は新型コロナウイルス等、諸般の事情により開催を見合わせる。



�　第 228 号 は な や ま 令 和 ３ 年 ５ 月 13 日5

令和３年度正味財産増減予算書
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等
会　　　計 法人会計 合計

公１ 公２ 公３ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 1,000 1,000 0 0 1,000

受取入会金 0 0 0 500,000 500,000 0 500,000 1,000,000

受取会費 0 0 0 12,050,000 12,050,000 2,308,885 7,601,115 21,960,000

事業収益 7,902,000 1,682,000 0 0 9,584,000 0 0 9,584,000

受取補助金等 200,000 130,000 0 0 330,000 0 0 330,000

受取負担金 14,391,000 500,000 0 0 14,891,000 0 0 14,891,000

受取寄付金 90,000 40,000 0 0 130,000 0 0 130,000

雑収益 290,000 0 0 0 290,000 0 0 290,000

経常収益計 22,873,000 2,352,000 0 12,551,000 37,776,000 2,308,885 8,101,115 48,186,000

（２）経常費用

事業費 31,310,473 5,438,642 1,139,000 0 37,888,115 2,308,885 0 40,197,000

管理費 0 0 0 0 0 0 7,639,000 7,639,000

経常費用計 31,310,473 5,438,642 1,139,000 0 37,888,115 2,308,885 7,639,000 47,836,000

当期経常増減額 △8,437,473 △3,086,642 △1,139,000 12,551,000 △112,115 0 462,115 350,000

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 8,437,473 3,086,642 1,139,000 △12,201,000 462,115 0 △462,115 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 350,000 350,000 0 0 350,000

一般正味財産期首残高 0 0 0 45,694,744 45,694,744 0 0 45,694,744

一般正味財産期末残高 0 0 0 46,044,744 46,044,744 0 0 46,044,744

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般指定財産への振替額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 40,000 0 0 0 40,000 0 0 40,000

指定正味財産期末残高 10,000 0 0 0 10,000 0 0 10,000

Ⅲ　正味財産期末残高 10,000 0 0 46,044,744 46,054,744 0 0 46,054,744

公益目的事業会計事業費（A）〔全体〕経常費用計（B） 公益目的事業比率（A/B）

37,888,115 47,836,000 79％
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
新
入
会
員

の
多
く
を
迎
え
る
心
躍
る
時
季
で
あ

る
。
今
春
、
９
部
門
、
45
人
（
名
簿

は
３
面
に
掲
載
）
が
志
も
高
く
、
仲

間
に
加
わ
っ
た
。
協
会
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
先
行
き
の

見
通
し
を
立
て
に
く
い
状
況
に
あ
る

中
、
積
極
的
か
つ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚

で
新
た
な
希
望
の
風
を
吹
き
込
ん
で

く
れ
る
に
違
い
な
い
。
震
災
か
ら
10

年
、
コ
ロ
ナ
禍
も
重
な
り
、
協
会
は

転
換
期
的
な
重
要
な
局
面
に
も
あ
る
。

節
目
の
時
、
最
前
線
で
の
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
新
会
員
を
代
表
す

る
形
で
16
人
に
入
会
の
い
き
さ
つ
、
抱

負
等
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も
ら
っ

た
。
な
お
、
寄
稿
を
お
願
い
し
た
方
々

に
つ
い
て
は
、
会
報
の
編
集
委
員
会

が
部
門
、
性
別
、
住
所
地
等
を
勘
案

し
つ
つ
、
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
敬
称
略
）

希
望
の
星

希
望
の
星

　
新
風
期
待

　
新
風
期
待

　
　
　
　
新
入
会
員
の

談
話
紹
介

　

入
会
の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
長
年

の
師
に
対
す
る
感
謝
の
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
思
い
返
せ
ば
、
岩
絵
具

を
溶
く
、
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
事
が
楽

し
く
、
心
が
落
ち
着
く
時
間
で
し
た
。

高
齢
の
新
入
り
で
す
が
、
皆
さ
ま
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

小
山
ま
り
・
仙
台
市
）

　

日
本
画
を
始
め
て
10
年
。
今
回
、

30
号
の
作
品
に
初
挑
戦
、
初
出
品
で

奨
励
賞
を
頂
き
、
仲
間
に
入
れ
て
い

た
だ
く
事
、
感
慨
深
く
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
入
会
を
励
み
に
今

後
も
創
作
を
楽
し
み
つ
つ
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

三
村
敦
子
・
仙
台
市
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
感
が
、
絵
画
制

作
に
真
剣
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
描
く
楽
し
さ
も
満
喫

で
き
、公
募
展
で
の
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
温
か

い
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
絵
画
部　

渋
谷
い
く
子
・
仙
台
市
）

　

10
年
ほ
ど
前
に
「
毎
日
が
日
曜
日
」

と
な
り
、
週
２
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
油
絵
に
少
々
時
間
を
か
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
絵
は
静
物
と
風
景
が
主

で
す
が
、
今
後
は
人
物
も
描
い
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
絵
画
部　

松
本
俊
隆
・
仙
台
市
）

　

若
い
頃
か
ら
仏
像
や
人
物
を
彫

り
、
河
北
美
術
展
等
に
出
品
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
及
川
茂
先
生
主
宰

の
「
啄
木
鳥
塾
」
で
学
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、芸
術
祭
に「
生
命
」初
出
品
し
、

協
会
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
彫
刻
部　

木
村
民
男
・
石
巻
市
）

　

粘
土
で
獅
子
・
龍
像
等
の
制
作
を

手
掛
け
て
お
り
ま
す
。
入
会
に
あ
た

り
、
微
力
な
が
ら
、
陶
芸
を
通
じ
て

地
域
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
け

れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
工
芸
部　

阿
部
繁
夫
・
東
松
島
市
）

　

初
め
て
立
体
の
七
宝
焼
を
目
に
し

た
時
、
そ
の
精
巧
さ
に
驚
き
、
変
幻

自
在
な
色
の
美
し
さ
に
感
激
し
た
の

が
出
合
い
で
し
た
。
一
段
上
の
事
に

挑
む
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、
達
成

感
が
待
っ
て
い
る
と
信
じ
て
更
な
る

歩
み
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
工
芸
部　

佐
藤
美
貴
子
・七
ヶ
浜
町
）

　

展
覧
会
で
諸
先
生
や
先
輩
方
の
素

晴
ら
し
い
作
品
を
観
て
、
い
つ
か
は

自
分
も
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今

回
、
推
薦
を
賜
り
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
会
員
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
作
品
を
出
せ

る
よ
う
一
層
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
書
道
部　

川
口
久
美
子
・
塩
釜
市
）

　

書
の
道
に
入
り
33
年
目
。
い
ま
だ

に
誇
れ
る
作
品
を
創
り
だ
せ
て
い
ま

せ
ん
。
研
鑽
を
重
ね
斬
新
な
作
品
を

後
世
に
残
す
べ
く
、
皆
さ
ま
と
切
磋

琢
磨
し
、
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
、
協
会
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
。

（
書
道
部　

北
野
澤
大
雲
・
仙
台
市
）

　

「
宮
城
県
文
芸
年
鑑
」
の
短
歌
作

品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
内
容
の

豊
か
さ
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
質
の
高

い
活
動
環
境
の
下
、
多
く
の
刺
激
が

待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
予
感
に
わ
く
わ

く
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
文
芸
部　

朝
長
ス
ミ
エ
・
角
田
市
）

　

協
会
の
末
席
に
加
え
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
浅
学
菲
才
の

身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
俳
句
を
嗜
む

者
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
を
賜

り
な
が
ら
、
文
芸
活
動
を
楽
し
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
芸
部　

及
川
奈
奈
夫
・
登
米
市
）

　

今
ま
で
は
芸
術
の
世
界
を
遠
く

か
ら
眺
め
る
だ
け
で
し
た
。
芸
術
と

は
人
間
が
持
つ
内
面
の
無
を
有
形
に

し
、
そ
れ
に
よ
り
人
を
豊
か
に
す
る

事
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
入
会
に
感

謝
し
、
今
後
、
他
部
門
の
表
現
方
法

を
学
び
川
柳
作
句
に
活
か
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
文
芸
部　

田
村
富
夫
・
仙
台
市
）

　

お
い
し
い
お
茶
を
心
静
か
に
飲
み

た
く
て
、（
織
田
流
）
煎
茶
道
の
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
一
椀
の
茶
に
も

文
化
と
芸
術
の
香
り
が
し
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
協
会
に
加
え
て
い
た
だ
き
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
茶
道
部　

樋
口
南
佳
・
仙
台
市
）

　

カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
細
々
と
続
け
て
い
た

創
作
活
動
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
実

を
結
び
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
わ

た
し
ら
し
い
写
真
表
現
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
写
真
部　

阿
部
和
美
・
多
賀
城
市
）

　

仙
台
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
40
年

間
、
広
告
の
仕
事
に
携
わ
り
、
趣
味

の
一
つ
で
あ
る
カ
メ
ラ
で
公
募
展
な
ど

に
応
募
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
思

い
も
か
け
な
い
会
員
に
な
れ
た
事
は

う
れ
し
く
、
よ
り
一
層
作
品
創
り
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
部　

伊
藤
邦
彦
・
登
米
市
）

　

写
真
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
定
年
間
近
の
冬
に
町
の
写
真
展

を
見
た
時
で
し
た
。
無
趣
味
の
自
分

に
も
ピ
ン
と
く
る
も
の
を
感
じ
ま
し

て
。
入
会
を
機
に
新
た
な
気
持
ち
で

創
作
に
取
り
組
め
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
写
真
部　

平
田
勉
・
岩
沼
市
）

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
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令
和
３
年
度
、
協
会
の
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
く
賛
助
会
員
の
皆
さ
ま

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
半
、
継
続
し
て
力
添
え
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
方
々
。
改
め
て
深
い
感

謝
と
と
も
に
、
今
年
も
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
申
し
上
げ
ま
す
。
時
代
の

変
わ
り
目
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
あ
り
、
芸

術
文
化
は
そ
の
あ
り
よ
う
の
問
い
直

し
を
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
震
災
10

年
、
再
評
価
の
動
き
も
見
ら
れ
る

も
の
の
、
芸
術
家
で
組
織
さ
れ
る
当

協
会
は
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
に
力
と
勇
気
を
い
た
だ

き
、
お
知
恵
も
お
借
り
し
な
が
ら
、

地
域
の
芸
術
文
化
の
振
興
と
い
う
自

ら
に
課
し
た
使
命
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
雫
石
隆
子
理
事
長
談
）

　

賛
助
会
員
（
予
定
を
含
む
）
の
皆

さ
ま
（
50
音
順
、
敬
称
略
）

　

▽
団
体

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
仙
台
支

社
▽
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式

会
社
東
北
支
店
▽
株
式
会
社
イ
ヤ
サ

カ
仙
台
支
店
▽
岩
渕
薬
品
株
式
会
社

▽
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
株
式
会
社
仙

台
支
店
▽
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式
会
社
東

北
支
店
▽
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ
株

式
会
社
東
北
支
店
▽
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ト

レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
▽
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
仙
台
児
童
作
品
展
実
行
委

員
会
▽
Ｍ
２
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

▽
株
式
会
社
オ
カ
ム
ラ
仙
台
支
店
▽

株
式
会
社
河
北
新
報
普
及
セ
ン
タ
ー

▽
株
式
会
社
北
日
本
銀
行
仙
台
支
店

▽
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
東
北
統

括
本
部
▽
ク
リ
エ
イ
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
株
式
会
社
▽
ク
リ
オ
ン
株
式
会
社

東
北
営
業
所
▽
コ
ク
ヨ
東
北
販
売
株

式
会
社
▽
株
式
会
社
五
葉
商
事
▽
株

式
会
社
佐
浦
▽
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー

テ
ッ
ク
▽
有
限
会
社
三
帰
興
産
▽
株

式
会
社
七
十
七
銀
行
▽
医
療
法
人
社

団
初
心
会
杜
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
あ
お

ば
▽
医
療
法
人
社
団
心
々
堂
髙
橋
眼

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
株
式
会
社
ス
ズ
ケ

ン
北
仙
台
支
店
▽
住
友
金
属
鉱
山
シ

ポ
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
▽
株
式
会
社

清
月
記
▽
有
限
会
社
清
泉
▽
正
和
工

業
株
式
会
社
▽
一
般
社
団
法
人
仙
台

市
医
師
会
▽
株
式
会
社
仙
台
銀
行

▽
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
仙

台
支
店
▽
株
式
会
社
ダ
イ
フ
ク
プ
ラ

ス
モ
ア
▽
大
和
証
券
株
式
会
社
仙
台

支
店
▽
竹
田
公
認
会
計
士
事
務
所
▽

株
式
会
社
タ
ツ
ノ
東
北
支
店
▽
ダ
ン

ロ
ッ
プ
タ
イ
ヤ
東
北
株
式
会
社
▽
株

式
会
社
電
通
東
日
本
▽
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
株
式
会
社
▽
株
式
会

社
東
北
プ
リ
ン
ト
▽
同
和
興
業
株
式

会
社
▽
ト
キ
コ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
東
北
支
店
▽
学

校
法
人
常
盤
木
学
園
▽
凸
版
印
刷
株

式
会
社
東
日
本
事
業
本
部
▽
株
式
会

社
南
北
社
▽
株
式
会
社
日
産
サ
テ
ィ

オ
宮
城
▽
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
仙
台
株
式

会
社
▽
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
宮
城
株
式
会

社
▽
ノ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社
▽
株
式
会
社
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ

ト
▽
株
式
会
社
橋
本
店
▽
ハ
リ
ウ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
▽

株
式
会
社
バ
ン
ザ
イ
仙
台
支
店
▽
株

式
会
社
ビ
ー
・
プ
ロ
▽
株
式
会
社
藤

崎
▽
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
宮
城
株
式
会

社
▽
ふ
じ
や
千
舟
▽
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

タ
イ
ヤ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
宮
城
カ

ン
パ
ニ
ー
▽
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
宮

城
支
社
▽
有
限
会
社
松
尾
弦
楽
器
▽

魅
知
国
定
席
花
座
株
式
会
社
Ｂ
Ｂ
Ｉ

▽
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会

社
▽
株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行
東
北

法
人
営
業
部
▽
三
井
住
友
信
託
銀
行

株
式
会
社
仙
台
支
店
▽
株
式
会
社
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
仙
台
支
店
▽
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社
仙
台
支
店

▽
宮
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
▽

宮
城
日
産
自
動
車
株
式
会
社
▽
未
来

テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
▽
杜
の
都
信
用

金
庫
▽
矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社
▽
株
式
会
社
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
リ
テ
イ
リ
ン
グ
仙
台
店
▽
株

式
会
社
ユ
ニ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
青
葉
画

荘
▽
有
限
会
社
緑
香
園
茶
舗
▽
輪
王

寺
▽
株
式
会
社
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ

　
◇
個
人

　

愛
知
治
郎
▽
青
木
正
▽
麻
生
靖

子
▽
安
孫
子
南
美
▽
井
ケ
田
製
茶
株

式
会
社
▽
梅
屋
楽
器
店
▽
株
式
会
社

え
か
き
や
▽
鹿
野
英
生
▽
上
村
貞
子

▽
川
上
伸
昭
▽
川
上
浩
▽
菊
田
潔
▽

菊
地
宏
▽
菊
地
禮
蔵
▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
（
佐
々
木
欧
舟
）
▽

小
室
照
枝
▽
後
藤
東
陽
▽
西
條
麗
子

▽
佐
藤
進
▽
白
鳥
良
一
▽
鈴
木
真
由

美
▽
高
橋
勲
▽
髙
橋
正
衛
▽
丹
野
光

明
▽
千
葉
昭
吾
▽
中
国
料
理
東
龍
門

▽
西
井
陽
子
▽
西
川
玉
林
堂
▽
畑
山

み
さ
子
▽
原
也
寸
志
▽
晩
翠
画
廊
▽

眞
砂
宏
▽
松
枝
稔
▽
水
野
喜
重
子
▽

守
山
邦
楽
器
▽
矢
部
勇
▽
よ
ろ
づ
園

茶
舗

　

当
協
会
写
真
部
の
海
老
名
和
雄
さ

ん
（
仙
台
市
）
が
、優
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
写
真
家
の
作
品
に
贈
ら
れ
る
第
26

回
（
２
０
２
０
年
度
）
酒
田
市
土
門

拳
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

　

世
界
的
な
写
真
家
、
土
門
拳
の
出

身
地
、
酒
田
市
が
写
真
文
化
、
写
真

芸
術
の
振
興
を
目
的
に
創
設
し
、
四

半
世
紀
の
歴
史
を
刻
ん
だ
賞
。
全
国

37
都
道
府
県
の
１
３
８
人
が
１
４
５

の
テ
ー
マ
で
応
募
し
た
。

　

海
老
名
さ
ん
の
作
品
は
「
恵
み
と

試
練
―
丸
森　

２
０
１
９
―
」。
県

南
部
の
丸
森
町
の
養
蚕
農
家
に
レ
ン

酒
田
市
土
門
拳
文
化
賞
受
賞

海
老
名
和
雄
さ
ん

ズ
を
向
け
、
台
風
19
号
被
害
に
も
触

れ
つ
つ
、
カ
ラ
ー
写
真
30
枚
組
に
ま

と
め
た
力
作
だ
。
写
真
芸
術
の
特
性

の
一
つ
、
記
録
性
に
優
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
写
真
群
は
古
里
へ
の
温

か
い
ま
な
ざ
し
に
あ
ふ
れ
る
。

　

元
高
校
の
英
語
教
師
で
、
カ
メ
ラ

歴
は
50
年
。
第
22
回
（
２
０
１
５
年

度
）
の
同
公
募
展
で
も
「
産
土
（
う

ぶ
す
な
）
と
震
災
」
で
奨
励
賞
を
受

け
て
い
る
。
記
録
性
を
礎
と
し
て
写

真
を
極
め
た
土
門
拳
の
名
を
冠
し
た

公
募
展
で
の
最
高
賞
の
受
賞
は
、
海

老
名
さ
ん
に
と
っ
て
大
願
的
な
名
誉

に
映
る
。
深
め
た
視
点
の
確
か
さ
と

地
道
な
取
り
組
み
で
磨
い
た
技
量
が

結
実
し
た
形
だ
。

熱
い
応
援

熱
い
応
援

勇
気
百
倍

勇
気
百
倍

活
動
支
え
る

賛
助
会
員

本
年
も
よ
ろ
し
く



令 和 ３ 年 ５ 月 13 日 は な や ま 第 228 号　�8

　

震
災
か
ら
10
年
。
災
後
の
課
題
が

い
ま
だ
山
積
み
さ
れ
た
ま
ま
だ
。
問

題
の
第
一
は
生
活
の
本
当
の
意
味
で

の
再
建
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
原
発

事
故
は
収
束
の
目
処
さ
え
立
っ
て
い

な
い
▼
こ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
自
粛

期
間
が
２
年
目
と
い
う
異
常
な
状
態

が
続
く
。
仙
台
を
中
心
に
宮
城
県
で

も
急
速
に
広
が
り
、
３
月
末
に
は
１

日
で
２
百
人
に
上
る
陽
性
者
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
一
時
10
万
人
あ
た
り

感
染
者
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
も
適
用
さ

れ
、
昨
年
よ
り
事
態
は
深
刻
だ
▼
期

待
の
ワ
ク
チ
ン
導
入
も
遅
れ
が
目
立

つ
。
接
種
率
が
先
進
国
最
低
の
中
で
、

一
向
に
感
染
の
終
息
が
見
通
せ
ず
、

も
ど
か
し
さ
が
宙
づ
り
状
態
だ
▼
文

化
も
厳
し
い
局
面
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
し
な
が
ら
活
動
は
続
い
て

い
る
が
、
フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ー
・
フ
ェ

イ
ス
の
関
係
が
薄
れ
て
い
く
こ
と
に
、

大
き
な
危
機
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
▼
芸
協
の
定
時
総
会
も
、

厳
重
な
コ
ロ
ナ
対
策
の
下
、
２
年
ぶ

り
に
開
か
れ
る
方
向
だ
。
多
く
の
事

業
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
の

事
業
の
実
現
を
期
待
し
た
い
。（
英
）

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
東
北
・
北
海

道
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
は
２
月
、

機
関
誌
「
北
斗
」
の
45
号
を
発
行
し

た
。
特
集
は
「
芸
術
文
化
活
動
の
後

継
者
育
成
と
次
世
代
育
成
に
係
る
事

例
紹
介
」。
今
号
は
前
編
に
位
置
付

け
ら
れ
、
加
盟
７
団
体
の
う
ち
北
海

道
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
秋
田
県
の

事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

当
協
会
の
職
員
だ
っ
た
鈴
木
裕
子

さ
ん
‖
当
時
（
43
）
‖
が
不
慮
の
災

難
に
遭
い
急
逝
し
た
事
件
で
、
仙
台

南
署
捜
査
本
部
は
２
月
25
日
、
強
盗

殺
人
と
住
居
侵
入
の
疑
い
で
宮
城
刑

務
所
に
服
役
中
の
37
歳
の
男
を
逮

捕
。
３
月
、
仙
台
地
検
は
被
告
を
同

罪
で
仙
台
地
裁
に
起
訴
し
た
。今
後
、

裁
判
員
裁
判
の
法
廷
で
裁
か
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
協
会
を
支
え
た
職

員
が
巻
き
込
ま
れ
た
理
不
尽
な
事
件

は
、
難
航
か
ら
急
転
直
下
、
真
相
究

明
に
向
け
大
き
く
動
き
出
し
た
。

　

協
会
役
員
と
し
て
故
人
と
関
わ
っ

た
雫
石
隆
子
理
事
長
は
「
胸
の
つ
か

え
が
降
り
た
感
じ
が
し
ま
す
。
気
配

り
が
で
き
、
業
務
に
も
忠
実
で
本
当

に
頼
り
に
な
る
人
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
７
年
余
り
経
過
し
ま
し
た
が
、
い

ま
だ
に
『
な
ぜ
』
の
思
い
が
消
え
ま

せ
ん
」
と
語
り
、
進
展
に
安
堵
し
つ

つ
も
無
念
の
気
持
ち
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

会
員
一
同
、
改
め
て
協
会
発
展
に

貢
献
し
た
故
人
に
哀
悼
の
意
を
さ
さ

げ
た
い
。

北
斗
北
斗
4545
号
発
行

号
発
行

特
集
は
後
継
者
、
次
世
代
育
成

特
集
は
後
継
者
、
次
世
代
育
成

　

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、

令
和
3
年
度
会
費
の
納
入
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

自
動
振
替
の
会
員
は
、
今
年
は

4
月
30
日
（
金
）
に
引
き
落
と
し

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
指
定
口
座

を
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　

郵
便
振
替
を
ご
利
用
の
会
員

は
、
同
封
の
振
替
用
紙
で
5
月
31

日
（
月
）
ま
で
に
納
入
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
郵
便
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
事
務
処
理
上
の
都
合

に
よ
り
、
で
き
る
限
り
自
動
振
替

（
手
数
料
は
協
会
が
負
担
）
へ
の

切
り
替
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務

局
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会費納入のお願い 服
役
中
の
男
を
逮
捕
、
起
訴

服
役
中
の
男
を
逮
捕
、
起
訴

元
職
員
絡
ん
だ
事
件
急
展
開

元
職
員
絡
ん
だ
事
件
急
展
開

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
第
3
回
部
長
会
議
】
1
月
18
日

・
令
和
3
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

編
成
の
方
針
に
つ
い
て

・
第
58
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

【
第
5
回
理
事
会
】
3
月
22
日

・
令
和
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
山
田
流
筝
曲
喜
音
和
会
第
二
回
演
奏
会

　

1
月
31
日

　

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆
早
坂
美
名
子
フ
ェ
ル
ト
セ
ン
ス
ア
ー

ト
展

　

2
月
19
～
28
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
5
回
緑
彩
会
日
本
画
展

　

2
月
23
～
28
日

　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
美
里
町
「
河
北
展
」「
杜
の
み
や
こ

工
芸
展
」

　

3
月
3
～
14
日

　

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
6
回
宝
梅
会

　

4
月
25
日

　

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
66
回
全
国
公
募
東
北
書
道
展

　

5
月
14
～
19
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
田
原
さ
え
の
世
界
Ⅲ
～
想
い
～

　

5
月
29
日
、
6
月
5
日

　

Ｎ
－
ｏ
ｖ
ａ
ｌ
音
楽
サ
ロ
ン（
仙
台
）

　

７
月
４
日

　

代
官
山
教
会
（
東
京
）

☆
群
蜂
展
（
大
和
小
舟
米
寿
記
念
）

　

6
月
11
～
13
日

　

ナ
リ
サ
ワ
カ
ル
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
39
回
板
橋
健
独
唱
会
〈
声
に
よ
る

表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
〉

　

6
月
12
日

　

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
鈴
木
麻
由
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

紫
陽
花
の
こ
ろ
にvol.2

　

6
月
25
日

　

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
30
回
記
念
宮
城
示
現
会
展

　

7
月
2
～
7
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
66
回
全
国
公
募　

南
書
道
展

　

7
月
9
～
14
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
55
回
チ
ャ
ー
チ
ル
会
仙
台
展

　

7
月
9
～
14
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク　

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
２
０
２
１

▽
入
選
＝
岩
澤
誠
一

◇
第
21
回
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
詩
界
賞
特

別
賞

　

西
田
朋
著『
鈴
木
梅
子
の
詩
と
生
涯
』

◇
第
59
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

▽
現
代
工
芸
賞
＝
桑
原
リ
エ

◇
第
５
回
新
日
春
展

▽
入
選
＝
奥
山
和
子

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
大
震
災
の
俳
句
―
俳
句
に
見
る
東
日

本
大
震
災
と
そ
の
後
の
十
年
―
』（
き

た
ご
ち
俳
句
会
）、『
歌
集　

白
鳥
の
こ

ゑ
』（
新
沼
せ
つ
子
）、『
人
生
は
哀
し

み
だ
ら
け
Ⅱ
』（
汐
海
治
美
）、『
南
三

陸　

海
浜
の
記
憶
』（
近
江
静
雄
）

謹
　
弔

工
芸
部
（
染
織
） 

櫻
井
富
久
子　

殿

1
月
29
日

文
芸
部
（
俳
句
） 

平
間
彌
生　

殿

3
月
9
日

絵
画
部
（
洋
画
） 

成
瀬
忠
行　

殿

3
月
10
日

邦
楽
部
（
長
唄
） 

杵
家
弥
登
英　

殿

3
月
11
日


